


























の七言二句が残っているが、武田信玄や伊達政宗の漢詩と異なり、詩集とてまとまった形をと おらず 自筆の色紙や短冊、 書幅、 さらに自筆は残っていないが伝写して残って るものなどがばらばらに伝わっているという状況である。本来は見られる限りのものを逐一確認しながら底本を作っていくべきだが、今のところ個人の作業とし それは困難なので、本稿では次の方針で一首ごとに底本を選んでいくこと た。（一）直江兼続自筆のものが写真や図版として見られるものについてはそれ
に拠ることとし、現物の所在や図版の出所を明示した。直接、所蔵者のところへ赴き確認すれば、更にもっと多く 作品について現物に基づく底本づくりができるはずだが、今はそれが困難なので、書籍・図録やネット上のサイト等を通じて現物が確認できるものに限った。
（二）図版などによって直接見ることのできない作品については、従来、活



































岡にある大聖寺の文殊堂に直江兼続が「雅友」二十余名を集めて漢和聯句の会を催した。 そこで詠まれた漢詩和歌あわせて百首が一首ずつ短冊に記され、それを貼り合わせて冊子にしたものが寺に奉納され、 現在に伝えられ いる。僧玄劉の序文（原漢文）によれば「今茲に慶長壬寅仲春廿七蓂、豊氏兼続公、二十余員の雅友を携えて此の山に入り、唐詩倭歌一百篇を賦す。其の詩の妙なるや、其の歌の奇なるや、錦繍を裁ち金玉を磨き、寔に千年の風致なり。聚めて一冊と作す。云々」とある。各短冊は上に題 記され、中ほどに詩または歌が、そして下には作者名が記されている。このうち題はすべて兼続の実弟、大国実頼が記したも で、それぞれが詠むべき詩歌 題を出題したである。作品及び作者名はそれぞれ作者本人の自筆とされる。
参会者のうち、漢詩を作ったものが兼続はじめ六人、三十三首。和歌を詠
んだものが二十一人、六十七首（中 前田慶次もい 和歌五首 詠んでいる） 。併せて二十七人、百首である。遠藤綺一郎氏によ ば「藩の上位 占める大身から、兼続配下の比較的低身の者まで、上杉家中の一員として兼続と苦楽を共にした人々（それに兼続と交わりのあった僧たちも加え ） 詩歌の心得のあるほどの者は、兼続の呼びかけに応じて集まった 思われる。 」（遠藤綺一郎他著『直江兼続伝』） 。
関ケ原の合戦の後、上杉家が米沢三十万石に削封されたのが慶長六年









） 秋 （菊花） 冬 （松雪） 恋 （逢恋） 山家 （山家） 寺 （暁

































































































春日」に「九陌の煙花一様に飛ぶ 。南宋の杜秉「寒夜」に「尋常一様窓前の月／纔に梅花有り便ち同じからず」 。兼続の元和五年 （一六一九、 六十歳）の「洛中の作」にも「天上人間一様 秋 の句が見える。　
新春を迎え、 門前の柳は賓客、 軒端の梅の花は主人といった風情。そろっ





































































































































































り付けた薄絹。 こは日本ゆえ障子などを指し 言ったか。 唐 白居易 「三月三日」に「画堂三月初三日／絮は窓紗を撲ち燕は簷を払う」 。宋 楊万里「初夏睡起」に「芭蕉緑を分ちて窓紗に与う」 。
秋の蛍が竹林を抜けて、 宵闇の中、 ほのかな光が横に斜めに飛んでくる。
ふと簾の中に流れるように入って来て光をともすと 周 夜色がひときわ深まる感じ。 「客星が帝座を侵す」というのはこの蛍のこ か ほのかな光が一点、障子に浮かび上がっている。【余説】
 大国実頼の 「蛍入簾」 の出題は 「五月雨」 「瞿麦」 と 「深更鵜河」 「照





































































































































































































松の異称。 「蒼髯叟」 （あおひげのじいさん） とも。 『高僧傳』






















































































































































































なり」 。 ちなみに 『和漢朗詠集』 の部立ての一つに 「山
家」があり、白居易の有名な「遺愛寺の鐘は枕を欹てて聴き／香炉峰の雪は簾を掲げて看る」の句などが入っている。亀岡文殊堂奉納百首ではこのあたりの題は、山家 蕭寺、暁鐘、観無情、閑中灯と続いており、その中で兼続は山家と暁鐘を受け持ってい 。○盤石垂蘿
　「盤石」 は大きく平らな石。 「垂蘿」 はつたかずら。秦系の 「題
張道士山居」 （『三体詩』巻一）に「盤石垂蘿
 只だ是れ家／頭を回らせて





















































































































































































したが、妓女は他の客に奔らんとして偽って言うこ には、あ もう五更の鐘が鳴りました。月落ち烏啼い 霜天に満ち、夜も已に明けましたわ。漁師たちも漁をやめ、火を焚 休ん います わたしもう帰らなくちゃ と暇を乞うので帰した。妓女が帰ったあ夜半の鐘声が聞こえてきて、まだ三更だったと気付き、張継は臍を噛んだ。
⑤〔張継の偽り説、実は五更の鐘〕張継と一夜を共にした妓女が、もう
五更の鐘が鳴ったので帰りますと言っ のに対して、張継がいやあれは夜半＝三更の鐘だと偽って引き留めた。 『詩経』鄭風・女曰鶏鳴のこころ。











































































































　「春色」 は春の景色。謝玄暉 「徐都曹に和す」 （『文選』 巻三十） に 「春










































の景色はのんびりとのどかで、日足は長い。池のほとりの柳は芽吹いたばかり 柔らかな緑の枝を水面に垂れ、おばしまの前 梅ははや咲き初めてほの な香りを漂わせている。【余説】二十歳の作に相応しい清新・爽快・柔軟さ。
《
















































































































はつばめの意だが、そのままでは意味 なさない。遠藤綺一郎氏は「閑居（鷰は燕に同じで、くつろぐ意）の日」と訳する（『直江兼続伝』） 。ここではその説に従っておく ような用例は唐宋の詩には見出せない。あるい 後引の蘇軾の「晴窗嚥日」とのつながりから「鷰日」は「嚥日」の誤りかとも考えられる。嚥日は道教の修養法の一つ「服日華」 。太陽に向かって深呼吸し、 太陽の精気を吸い込む （『真誥』 巻五に 「日出ること二丈、正面に之に向い、 口に死気を吐き、 鼻に日精を噏
〔す〕































































































































































信風の一番最初、 小寒の一候梅花が過ぎたばかりということ。 「纔」はやっと。ほん すこし。
正月七日の人日を迎えて、ふとこれからあと何回この江戸の町で人日を

















































































令月はよい月。ここは正月七日の人日を指す 韋応物「大樑亭会李四楼梧作」 に 「置酒して清弾を発し／相与に佳辰を楽しむ」 。杜甫 「小寒食舟中作」に 「佳辰
 強いて飲めば
 食猶お寒く／几に隠りて蕭条


























は南朝宋（四二〇～四七九） 宮殿、含章殿 「寿陽」は宋の武帝 むすめ寿陽公主のこと。正月七日の人日に、寿陽公主が含章殿の窓 下で横になっていたところ、梅の花びらがひらひらと の額の上に落ちて 五弁の花の形になった。これを払っても落ちず そのまま額の化粧として「梅










































































































京都伏見の醍醐寺の五重塔が完成したのを機に、秀吉が行った醍醐の花見の際に、兼続も陪臣の身ながら招か 、…こ を詠んだ」とある。この作詩年の同定が何によるか不明だが、承句 「雨餘の春色」の語が、醍醐の花見の当日、前日までの風雨がうそのように止み、絶好 花見日和となったと 記録と一致するところから、当を得ているように思われる。
○契遐年



















吟詠し鑑賞する。顧況「梅湾」に「山深くして吟賞せず／辜負して蒼苔に委ぬ」 。宋 姜夔「清波引」序に「勝友二三と意を極めて吟賞す」 。
 ○雅筵
































かれ」 。明の高啓「問梅閣」 月堕ちて花言わず／幽禽自ずから相語る」など。 「縦」は仮設の辞 たとひ。かり ～として 。
醍醐寺の桜も今が盛り、豪華な花見の宴が開かれ、花を眺めながらの
詩会が催される。夜来の雨もすっかり上がって、絶好のお花見日和 この春の景色にはまことに心うっとりさせられる。花はもの言うこ はできないが、美しく咲き乱 て言祝いでいるようであ 枝が伸び葉が茂っ 、億万年も咲き続けるように、豊臣の繁栄が限りなく続き すことを。【余説】
 遠藤綺一郎氏はこの詩を解説して次のように述べておられる。 「兼




























































































































花を買うために人々は黄金を使い果た 、どこも人込みで市をなす。ただ赤い 、香りのよい花を買いあさり、大事な枝ぶりなど見向きもし い【余説一】 『広報よねざわ』 （山形県米沢市発行）平成十九年七月一日号所載の「郷土資料の散歩道」に「新発見
 直江兼続の漢詩短冊」として、米沢
















































































夏の 。王建 「昭応官舎書事」 に 「夏天
 渭に臨んで屋





















































































































に 「上杉家文書」 のうち 「直江兼続筆五山衆等詩」 （三八・一×一八・四㎝）として写真あり。









































































は、晋の張翰の鱸魚の話が有名。 「張季鷹〔張翰〕 、斉王〔司馬冏〕の東曹掾に辟かれ洛〔陽〕に在り。秋風の起るを見 、因りて呉中の菰菜の羹、鱸魚の膾を思いて曰く、人生
 意に適うを得るを貴ぶのみ。何ぞ能く宦
に羈がれて数千里、以て名爵を要めんやと。遂に駕を命じて便ち帰る。（『世説新語』識鑒篇） 。この斉王冏なる者は、西晋末のいわゆる八王の乱で、恵帝を幽閉して帝位に就いた趙王倫を殺し、恵帝を復位 せ、自ら宰相の位に就いて実権を握ったが、専横を極めたため 、長沙王乂に殺されたという、評価芳しからざる人物である。そうなる前に斉王冏のもとをさっさ 去った張翰は「識鑒」 、ひとを見る目があっ というわけである。　
この秋風の音を聞いて故郷に帰ったという張翰のエピソードが、別れの
宴に集った京都五山の僧たちの意 にあ ことは、参会者 一人玄召棠陰の詩句に「穐風起る日
 炎蒸去る／正に是れ張翰
 機を見るに似たり」と









































































































































































































































（『聯珠詩格』 巻十） に 「園桃と巷柳とを見ず／馬頭唯だ有り




　「湖」 が具体的にどこを指すのかは不明。 琵琶湖は 「洛










人の世の隔たりを意味する成語だが、ここは両方とも で使っている） 。白居易「長恨歌」に「但だ心をして金鈿の堅き 似しむれば／天上人間
 会































































































































































































△木村德衞『直江兼続伝』に引く「兜山夜話」によれば、 「西望」作「村裡」 。「矣」 作 「宿」 。 「間」 作 「端」 。 「外」 作 「上」 。 「無端」 作 「若斯」 。 「金」 作 「遇」 。木村德衞は続けて云う「尚誤字があるものと思われる」 。ここでは「矣」を「宿」に、 「外」を「上」に改め、他は底本どおりとしておく。
　










































































啓く」 。李善注に「西方を秋と為 、而して金 主とす。故 秋風 金風と曰う」 。ここは月が昇り秋風が吹いて 月 金色と秋風の金色で、旅の衣が文字通り金色に染まったというこ だろう。
遠山村から西に望む西明寺。遥か昔、最明寺入道時頼どのの投宿され

































































































に基づく。 『十八史略』巻六（『宋史』趙普傳）に云う、 「上、位に即いてより或いは微行して功臣の家に幸す。測 べからず。趙普、朝より退く毎に敢て衣冠を脱せず。一夕大いに雪ふる 普意へらく、復た出じと。之を久しうし 門を叩く声を聞く。異とすること甚だし。亟かに出れば則ち上、雪中に立てり。普、 惶恐 迎拝す。普の堂に即きて重裀を設けて地坐す。炭を熾ん し 肉を焼き、 普の妻酒を行
〔すす〕
む。上、 嫂を以て之を呼ぶ。















覚えます。お互いに詩などよみあって、古今のさまざまなことどももすべて忘れてしまう心地です。宋の太祖趙匡胤に対して、宰相の趙普が雪の夜に言上した江南の良策も、いまやわたしたちには無用のこと。そ よりむしろいろりの火と煙 中で芋が焼けるいい匂いがするのに、何もかも忘れて更けゆく雪の夜を味わいたいと思います。【余説】この詩に関して、関ケ原の合戦以後の兼続の感懐と絡めて、いくつかの読み方があるので紹介し おく。
渡辺三省氏『直江兼続とその時代』 （昭和五十五年） 。 「この詩は時局に
関連して感懐を述べたほとんど唯一 ものである。これは関ケ原戦後の彼の心境を語るものと考えられる。雪の夜深くあい許した詩友と二人で会して詩を語ってい と、現在の時局などすべて忘れてしまい、情緒いよ深くなる思いである。自分の抱いていた回天 大策は用 られなかったのであるから、もうそのことは忘れてしまおう。そしてこ 友と芋を焼いてその香りを楽しんでいる だ、という意味のものであろう。江南の良策いうのも、芋 焼くというのも、いち ち中国 故事に拠っている であるが、 「江南良策無求処」の七字には無限 思 込められ いる。良策とは家康への抗戦そのものを指してい もみられる 、もっとつき詰めて、家康が下野 小山から退却したとき、 れを追撃すべし する兼続建策を 景勝 退けたことを意味するとすれば これはじつに容易ならぬ詩である。 」 （一九二頁） 。
木村德衞氏の『直江兼続伝』 （昭和十九年初版、平成二十年新訂版） 。



















































































































































寺の松の枝に凍りついた雪を、京都花園 妙心寺の花が咲い ようだと考えるのは、禅林寺での九山禅師の教育指導が本場京都 妙心寺並みだという喜びを述べたものと考えられよう 同時にこれは序文 「他時異日
 花
園転位の賀 表す」という通り、九山禅師がいつの か妙心寺の住持として花 に行かれることを予祝する気持ちも込めて よう。
米沢城鎮守の白子大明神に隣接するこの禅林寺に、九山禅師が錫杖を
立てられ、住持としてお勤めになられるようになっ 以来 おかげさまで

























































































































































































































































物往来社） 所収の中澤肇 「文化人としての兼続」 一四三頁に 「兼続の漢詩」として書幅の写真あり。兼続自筆と見られる。書の左隅に写真ではよく読み取れないが、細字で「直江山城守七絶書」と別の手で記されているように読める。所蔵者は記されていない。この詩、他書には見えず。
















































































































































あることを忘れてはなるまい。 『古今和歌集』 に載せる伊勢の 「帰雁をよめる」と詞書のある歌、 「春霞立つを見捨てて行く雁は花なき里に住みやならへる」である。春霞が立つのを見捨てて北へ帰っ 、花のない里に住みなれているのであろう …。聯句に参加する人々のこころに共通して、当然この歌があった。だからこの歌に重ねて兼続の「春雁似吾吾似雁／洛陽城裏背花帰」の両句を読んでみる 、伊勢の歌がみやこびとの視点から を眺めているのに対して、 兼続の句は 「春雁は吾に似
 吾は雁に似たり」 と 「花なき里」















































































































































































Poetry in Tang-Song dynasty（唐宋詩）
（平成28年₉月30日受理）
NAOE Kanetsugu（直江兼続）ʼs Chinese Poetry（漢詩）
～ Text, commentary and translation ～
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